
様式１ 

 

（宣言日）2023 年 1 月 31 日 

 

富士山ＳＤＧｓ推進パートナー宣言書 

 

私たちは、「富士山を守り 未来につなぐ 富士山ＳＤＧｓ」を推進する富士宮市とともに、持続可

能なまちづくりに向けて、次のとおり取り組むことを宣言します。 

団体・事業所名称 富士宮信用金庫 

区   分 
☑企業（業種：金融業） □特定非営利活動法人・非営利団体 

□教育・研究機関       □その他団体（          ） 

代表者職/氏名 理事長/小池孝治 

所 在 地 富士宮市元城町 31 番 15 号 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.miyashin.co.jp 

電 話 番 号 0544-23-3120（代表） 

ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ 1507008@facetoface.ne.jp 

反社会的勢力で 

ないことの誓約 
☑反社会的勢力でなく、反社会的勢力との関わりがない。 

 

団体・事業所として 2030 年（中長期的な）のあるべき姿 

富士宮市に本店を置く金融機関として、その経営理念たる「地域の成長と前進を求めみなさま

と共に歩みます」を実践しながら、金融事業を通じた地域への適切な資金提供、多くの地域事

業者や各種団体との接点や全国の信用金庫ネットワークを生かした異業種連携、コンサルテ

ィング機能を発揮することで地域活性化に寄与し、信用金庫が地域において最も信頼される

金融機関の一つとなることを目指します。 

団体・事業所としてのＳＤＧｓ達成に向けた特徴的な取組（予定を含む） 

当金庫では、東京海上日動火災保険株式会社が提供する「ＳＤＧｓ診断ツール」を利用し、

取引先等のＳＤＧｓへの取組を支援する役割を担っております。地域事業者のＳＤＧｓに関

する「強み」と「課題」を見える化することで、各事業者はその結果を踏まえ、目指すべきＳ

ＤＧｓのゴールと具体的な取り組み項目を策定することとなります。 

当金庫では取引先等が策定した具体的な取り組みに対して、ソリューション（解決）を検討

し提案いたしております。そのソリューションの一つとして「専門家派遣・外部専門機関の紹

介」、「ビジネスコネクトふじのみやの活用（富士宮市、富士宮商工会議所・芝川商工会・当金

庫の 4 者連携）」「金融支援（融資）」等を提供し、取引先等のＳＤＧｓへの取組支援を通じて

富士宮市地域のＳＤＧｓ普及に取り組んでおります。 

ＳＤＧｓの各目標に向けた取組内容及び目標 

注力するゴール 2023 年 12 月までの取組内容及び目標 

 

 

 

1.貧困をなくそう 

国際協力機構(JICA)などが発行する債券（社会貢献債/ｿｰｼｬ

ﾙﾎﾞﾝﾄﾞ）への投資によって日本に限らず世界の社会開発事業に

貢献する。 



 
12.つくる責任つかう責任 

食品を廃棄せず寄付することで食品ロス減少に寄与する。ま

た生活が困窮している方への支援も兼ねて実施していく。 

 

5.ジェンダー平等を実現しよう 

性別や国籍などを問わず、職員が自分の個性を発揮して働け

る職場環境を整備していく。 

8.働きがいも経済成長も 

ワークライフバランスを実現するために、業務の効率化に取

り組み、労働環境を改善することで残業削減や有給休暇の取得

率を向上させる。 

 

14.海の豊かさを守ろう 

植物由来樹脂セルロースファイバーを 51％以上含有する環

境配慮型のカルトン（現金トレー）の採用実績を皮切りに、証

書入などのプラスティック利用削減を通じてマイクロプラス

ティックによる海洋汚染防止等に取り組んでいきます。 

15.陸の豊かさも守ろう 

電力債を含む社債等のうち、二酸化炭素排出量削減のための

資金調達に係るトランジションボンド、グリーンボンドに投資

することで低炭素社会に移行(ﾄﾗﾝｼﾞｼｮﾝ)するためのプロジェ

クトに参画します。 

（記入上の注意） 

１ ３つの目標に関する取組を記載してください。（環境・経済・社会の３分野からそれぞれ選択し

ていることが望ましい。） 

２ 目標は、なるべく数値や数量でどのような貢献ができるかを表していることが望ましい。 

３ 上記の書式に書き切れない場合には、任意の様式で提出いただいて構いません。 

宣言書送付先 ： 富士宮市企画部企画戦略課 （kikaku@city.fujinomiya.lg.jp） 


